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平成２１年度災害対策等緊急事業推進費の実施について 

 

 

 

平成２１年度に発生した豪雨や台風等の自然現象による災害を受けた地域等において、

災害対策等緊急事業推進費※を執行して再度災害防止のための事業（１２件）を緊急に立

ち上げ実施します。 

 
 
※ 災害対策等緊急事業推進費は、住民の安全・安心の確保に資することを目的とし、洪水・高潮・地震・

津波等の自然現象による災害を受けた地域、及び公共交通に係る重大な事故が発生した箇所等におい

て緊急に実施すべき事業を迅速に立上げ、又は推進するための経費です。『災害対策の部』と『公共

交通安全対策の部』があります。 

 

 

 

平成２１年度 災害対策等緊急事業推進費 実施計画額 

（単位：千円） 
 

災 害 対 策 の 部（１２件） ３，４６１，９００ 

合 計 ３，４６１，９００ 

【連絡先】 

 国土計画局調整課 

  筒井（内線29-702） 

  代表 03-5253-8111 

  直通 03-5253-8367 



実 施 概 要 
 

 

 

○平成21年度災害対策等緊急事業推進費（災害対策の部） 

 

１．平成21年７月中国・九州北部豪雨による被災地域の再度災害防止対策 

【５件 1,300,000千円】 

具体的には【１】～【５】の通り 

    

・平成21年７月に発生した中国地方及び九州北部における記録的な豪雨により、死者31名

のほか、河川では堤防法面の崩壊や溢水による浸水被害、道路では道路法面・路肩崩壊

など甚大な被害を受けた。 

・そのため、河川においては次の出水期までに堤防崩壊や浸水被害を防止するとともに、

道路においては次の豪雨等による落石防止や道路法面の崩壊を防止するための対策を

緊急に実施する。 

 

 

２．台風９号（平成21年８月）による被災地域の再度災害防止対策【３件 1,509,000千円】 

具体的には【６】～【８】の通り 

 

   ・平成21年８月に発生した台風９号により、近畿地方や中国地方等で死者25名のほか、河

川では甚大な浸水被害を受けた。 

・そのため、河川においては、次の出水期までに被害が甚大だった地区の浸水被害等を防

止するための対策を緊急に実施する。 

 

 

３．その他の災害（大雨、落雷）による被災地域の再度災害防止対策【４件 652,900千円】 

具体的には【９】～【１２】の通り 

 

・平成21年梅雨期による大雨により、道路盛土や道路法面の崩壊、岩盤崩落による落石の

被害を受けた道路において、次の豪雨等による道路崩壊や落石被害等を未然に防止する

ための対策を緊急に実施する。 

・そのほか、落雷の被害を受けたダム管理システムについて、再度の落雷による被害を回

避するための対策を緊急に実施する。 

 



【番号】 事業費 国費

治水

【１】 河川改修事業 六角川水系牛津川 国土交通省 佐賀県小城市川越地先～多久市納所地先 1,000,000 760,000

【２】 河川改修事業 筑後川水系城原川 国土交通省 佐賀県神埼市西溝地先 500,000 380,000

【３】 河川改修事業 椹野川水系椹野川 山口県 山口県山口市朝田地内 150,000 75,000

道路

【４】 地域連携推進事業 一般国道３８５号　市ノ瀬地区道路災害防除 福岡県 福岡県筑紫郡那珂川町大字市ノ瀬地内 90,000 45,000

【５】 地域連携推進事業 一般県道玄海田島福間線　勝浦地区道路災害防除 福岡県 福岡県福津市勝浦地内 80,000 40,000

計 5件 1,820,000 1,300,000

２．台風９号

治水

【６】 河川改修事業 揖保川水系揖保川 国土交通省 兵庫県宍粟市一宮町地先他 1,776,000 1,184,000

【７】 河川災害復旧等関連緊急事業 吉井川水系吉野川 岡山県 岡山県美作市平田～海内地先 500,000 250,000

【８】 河川災害復旧等関連緊急事業 千種川水系千種川 兵庫県 兵庫県赤穂郡上郡町大枝新～佐用郡佐用町久崎 150,000 75,000

計 3件 2,426,000 1,509,000

３．その他の災害（大雨・落雷）

道路

【９】 地域連携推進事業 一般国道１４０号　山梨市三富川浦白沢地内道路災害防除 山梨県 山梨県山梨市三富川浦白沢地内 400,000 200,000

【10】 地域連携推進事業 主要地方道笛吹市川三郷線　市川三郷町高萩地区道路災害防除 山梨県 山梨県西八代郡市川三郷町高萩地内 830,000 415,000

【11】 地域連携推進事業 村道我喜屋ダム線　島尻地区道路災害防除 伊平屋村 沖縄県島尻郡伊平屋村字島尻地内 39,000 19,500

治水

【12】 堰堤改良事業 由良川水系由良川大野ダム 京都府 京都府南丹市美山町樫原地内 46,000 18,400

計 4件 1,315,000 652,900

合　　　計 12件 5,561,000 3,461,900

１．平成２１年７月中国・九州北部豪雨

平成２１年度　災害対策等緊急事業推進費（災害対策の部）　実施計画一覧表
［金額単位：千円］

災害の名称
事業主体名 施行地

実施計画額

事業名



事　 業 　名

事 業 主 体 国土
コクド

交通省
コウツウショウ

施　 行 　地

事　 業 　費 １,０００,０００（千円） 国　費 ７６０,０００（千円）

内　　　　　 容

【１】　災害対策等緊急事業推進費（災害対策の部）

河川
カ セ ン

改修
カ イシ ュ ウ

事業
ジ ギ ョ ウ

（六角
ロ ッ カ ク

川
ガ ワ

水系
ス イ ケ イ

牛津
ウ シ ヅ

川
ガ ワ

）

佐賀県
サ ガ ケ ン

小城市
オ ギ シ

川越
カ ワ ゴ エ

地先
チ サ キ

～多久市
タ ク シ

納所
ノ ウ ソ

地先
チ サ キ

平成２１年７月の中国・九州北部集中豪雨により、計画高水
位を超える大出水となり破堤寸前であった。次期出水期ま
でに甚大な被害を未然に防ぐ必要があることから、推進費
を活用して河川改修事業を立ち上げ、平成２１年度内に河
道掘削を行う。

施行地

国道34号砥川大橋上流

水防活動(積み土のう工)状況

出水時状況写真

牛津川７k400付近（砥川水位観測所）の状況

出水時状況写真

JR長崎本線

標 準 横 断 図

計画高水位

掘削工

Ｖ＝220,000m3

▽

牛津川→

六角川→

国道３４号線

ＪＲ長崎本線

氾濫シミュレーション結果
（今回出水で牛津川左岸８ｋ０００において破堤氾濫した場合の解

析結果）

牛津町

市街部

国道203号線

国道207号線

有明海

事業計画区間

（L=7,000m）

緊急輸送道路

床上浸水 935戸

床下浸水2,004戸



事　 業 　名

事 業 主 体 国土
コクド

交通省
コウツウショウ

施　 行 　地

事　 業 　費 ５００,０００（千円） 国　費 ３８０,０００（千円）

内　　　　　 容

【２】　災害対策等緊急事業推進費（災害対策の部）

河川
カ セ ン

改修
カ イ シ ュ ウ

事業
ジ ギ ョ ウ

（筑後川
チ ク ゴ ガ ワ

水系
ス イ ケ イ

城
ジョウ

原
バ ル

川
カ ワ

）

佐賀県
サ ガ ケ ン

神埼市
カ ン ザ キ シ

西
ニ シ

溝
ミ ゾ

地先
チ サ キ

平成２１年７月の中国・九州北部集中豪雨により、河川堤防の堤体
を浸潤して川裏法尻部に漏水して、法崩れが発生した。堤防川裏法
尻部の崩壊部近傍は応急復旧（護岸工）を行ったものの、崩壊部の
上下流区間も次期出水による崩壊の危険性が高いため、推進費を
活用して河川改修事業を立ち上げ、平成２１年度内に堤脚保護工に
よる堤防の強化を行う。

施行地
堤防法崩れ

(被災箇所)

Ｊ

Ｒ

長

崎

本

線

国

道

３

４

号

位置図

提脚保護工

漏水に伴う法崩れ

(被災箇所)
堤脚部の土側溝

Ｊ

Ｒ

長

崎

本

線

法覆護岸工

護岸工Ｌ=80m

堤脚保護工

300

330 2600

矢板

平水位

9.03m 痕跡水位
8.62m 計画高水位堤防断面図

対策区間

護岸工 Ｌ=80m

A－Ａ’断面

A

A’

堤防

堤防川裏

法覆護岸工

護岸工Ｌ=80mＡ－Ａ’断面図

法崩れ箇所

【要求箇所】堤脚保護工Ｌ=5,840m堤脚保護工L=5,840m提脚保護工 L=5840m



事　 業 　名

事 業 主 体 山口県
ヤマグチケン

施 　行 　地

事 　業 　費 １５０,０００（千円） 国　費 ７５,０００（千円）

内　　　　　 容

【３】　災害対策等緊急事業推進費（災害対策の部）

河川
カ セ ン

改修
カ イ シ ュ ウ

事業
ジ ギ ョ ウ

（椹野
フ シ ノ

川
ガ ワ

水系
スイケイ　　　フシノ

椹野川
ガ ワ

）

山口県
ヤ マ グ チ ケ ン

山口市
ヤ マ グ チ シ

朝
ア サ

田
ダ

地内
チ ナ イ

平成２１年７月中国・九州北部集中豪雨により、椹野川右
岸の堤防から越水し、浸水被害を受けた。推進費を活用
し、河川改修事業を立ち上げて河道掘削を行い、平成21年
度内に浸水被害の再度災害防止を図る。

山口県

椹野川水系椹野川

山口観測

周防灘

位置図 ① ②

被災箇所の堤防法肩部

中国縦貫自動車道

国道9号 湯田温泉

山口市

朝田

高田橋

しじゅうはっせがわ

四十八瀬川

吉敷川

推進費
Ｌ＝１．８km

水管橋

朝田地区浸水の痕跡

約１．５ｍ

③

拡 大

①

Ａ

②

凡 例

椹野川

浸水範囲

越水箇所

Ｖ：１９３００ｍ3

掘削工

▽被災水位

▽推進費投入後水位

推進費で掘削

標準断面図（A－A’）

約120ｍ

水位低下

Ａ

Ａ’



事　業　名

事 業 主 体

施　行　地

事　業　費 ９０,０００（千円） 国　費 ４５,０００（千円）

内　　　容

【４】　災害対策等緊急事業推進費（災害対策の部）

地域
チ イ キ

連携
レ ン ケ イ

推進
ス イ シ ン

事業
ジ ギ ョ ウ

（一般
イ ッ パ ン

国道
コ ク ド ウ

３８５号
ゴ ウ

市
イ チ

ノ瀬
セ

地区
チ ク

道路
ド ウ ロ

災害
サ イ ガ イ

防除
ボ ウ ジ ョ

）

福岡
フ ク オ カ

県
ケ ン

筑紫郡
チ ク シ グ ン

那珂川
ナ カ ガ ワ

町
マ チ

大字
オ オ ア ザ

市
イ チ

ノ瀬
セ

地
チ

内
ナ イ

平成２１年７月に発生した中国・九州北部豪雨により、国道３８５号
の法面が崩壊し道路埋没する被災を受けた。道路崩壊箇所は災害
復旧で原形復旧を行うものの、落石の危険があり、また、道路幅員
が狭く緊急輸送道路としての機能に支障があることから、推進費を
活用して地域連携推進事業（道路災害防除）を立ち上げ、落石防護
柵による防止と、ブロック工による道路拡幅を実施する。

福岡
フ ク オ カ

県
ケ ン

②

②

位置図 災害状況平面図

①

②

①

道路路肩崩壊の状況

転石

玉石混じり
崩積土

(崖錐堆積物)

DL=180.00

花崗岩

ポケット式落石防止網
支柱(H=2.5m)

モルタル吹付工

6,
20
0

6,500

災害復旧事業

7,500 1,200
500

大型ブロック積

落石防護柵

1:
0.
5

8,
70
0

推進費による拡幅整備

1:
0.
5

道路路肩崩壊の状況

①

①

災害復旧

L=40m

事業計画区間 L=100m

推進費要求箇所

道路護岸工 L=50m

落石防護柵工 L=40m

道路改良工 L=100m

対策断面図



事　業　名

事 業 主 体

施　行　地

事　業　費 ８０,０００（千円） 国　費 ４０,０００（千円）

内　　　　容

【５】　災害対策等緊急事業推進費（災害対策の部）

地域
チ イ キ

連携
レ ン ケ イ

推進
ス イ シ ン

事業
ジ ギ ョ ウ

（一般
イ ッ パ ン

県道
ケ ン ド ウ

玄海
ゲ ン カ イ

田島
タ ジ マ

福間
フ ク マ

線
セ ン

勝浦
カ ツ ウ ラ

地区
チ ク

道路
ド ウ ロ

災害
サ イ ガ イ

防除
ボ ウ ジ ョ

）

福岡
フ ク オ カ

県
ケ ン

福
フ ク

津
ツ

市
シ

勝浦
カ ツ ウ ラ

地
チ

内
ナ イ

平成２１年７月に発生した中国・九州北部集中豪雨により、県道側
面の法面が崩壊し、災害を受けた。法面崩壊部は災害復旧事業で
原形復旧するものの、その周辺部も今後の災害により崩壊の危険
があることから、推進費を活用して地域連携推進事業（道路災害防
除）を立ち上げ、法枠工及び法面排水路工により、再度災害を防止
する。

福岡
フ ク オ カ

県
ケ ン

被災状況写真

施行地

位置図

至 宗像市街地
至 福津市街地

① ②

崩壊地１

崩壊地２

③ 斜面中腹のはらみ出し① 滑落斜面側部のｸ

ﾗｯｸ h=1.2m
② 切土のり面上部

のクラック(h=0.3m)

③

崩壊地

対策断面図



事　　業　　名

施　　行　　地

事業費 １,７７６,０００（千円） 国　費 １,１８４,０００（千円）

内　　　　　 容

【６】　災害対策等緊急事業推進費（災害対策の部）

河川
カ セ ン

改修
カ イ シ ュ ウ

事業
ジ ギ ョ ウ

（揖保川
イ ボ ガ ワ

水系
ス イ ケ イ

揖保川
イ ボ ガ ワ

）

兵庫県
ヒ ョ ウ ゴ ケ ン

宍粟
シ ソ ウ

市
シ

一宮町
イ チ ノ ミ ヤ チ ョ ウ

地先
チ サ キ

他
ホ カ

平成２１年８月の台風９号により、揖保川上流の宍粟市を中
心に多大な浸水被害が発生した。被災箇所については、災
害復旧事業で対応するものの、次期出水期までに洪水被害
を軽減する必要があることから、推進費を活用して河川改修
事業を立ち上げ、平成21年度内に河道掘削及び護岸工を
行う。

田井、岸田地区

閏賀、曲里
西安積、中安積地区33.0k

39.0k

38.0k

36.0k
35.0k

30.0k

46.0k
45.0k

44.0k42.0k

31.0k
32.0k

34.0k

三津地区

事業計画区間

L=400m

事業計画区間L=900m
事
業
計
画
区
間

 L=300m

事
業
計
画
区
間

 L=200m

事業計画区間

　L=4
00m

：浸水箇所

：推進費要求箇所
：災害復旧箇所

：災害関連箇所

37.0k与位、杉ヶ瀬、木の谷地区
46.0k45.0k

43.0k

41.0k

40.0k

事業計画区間

L=1,0
00m

位置図

45k付近 曲里地区45k付近左岸痕跡調査

浸水深
120cm

被災状況

拡大図（35.0k付近左岸 岸田地区）

L=400m

35.2k
35.0k

災害復旧事業費災害推進費

断面図（35.0k付近左岸 岸田地区）

3
0
0
0

掘削工

護岸工



事　 業 　名

事 業 主 体 岡山県
オカヤマケン

施 　行 　地

事　 業　 費 ５００，０００（千円） 国　費 ２５０，０００（千円）

内　　　　　 容

【７】　災害対策等緊急事業推進費（災害対策の部）

河川
カ セ ン

災害
サ イ ガ イ

復旧
フ ッ キ ュ ウ

等
ト ウ

関連
カ ン レ ン

緊急
キンキ ュウ

事業
ジ ギ ョ ウ

（吉井
ヨ シ イ

川
ガ ワ

水系
ス イ ケ イ

吉野
ヨ シ ノ

川
ガ ワ

）

岡山
オ カ ヤ マ

県
ケ ン

美作
ミ マ サ カ

市
シ

平田
ヒ ラ タ

～海内
ミ ウ チ

地先
チ サ キ

平成２１年８月の台風９号により、吉野川とその支川山家川で甚大
な浸水被害を受けた。被害の大きい上流山家川は、災害復旧事業
で改良復旧するため、これにより下流の吉野川への流量増加に対
応する必要がある。上下流均衡がとれた改修を行い、浸水被害の
軽減を図るため、推進費を活用して河川災害復旧等関連緊急事業
を立ち上げ、築堤工や護岸工等を行う。

位置図
家屋浸水被害状況 家屋浸水被害状況

河川災害復旧助成事業

推進費要求箇所

L=1,800m

築堤工・護岸工

施工予定箇所L=8,000m

江見

土居

林野

標準断面図
築堤工 33,020m3

護岸工 2,410ｍ3

パラペット L=550m

パラペット参考写真



事 　業 　名

事 業 主 体 兵庫県
ヒ ョ ウ ゴ ケ ン

施　 行 　地

事　 業 　費 １５０，０００（千円） 国　費 ７５，０００（千円）

内　　　　　 容

【８】　災害対策等緊急事業推進費（災害対策の部）

河川
カ セ ン

災害
サ イ ガ イ

復旧
フッキュウ

等
ト ウ

関連
カ ン レ ン

緊急
キンキュウ

事業
ジ ギ ョ ウ

（千種
チ ク サ

川
ガ ワ

水系
ス イ ケ イ

千種
チ ク サ

川
ガ ワ

）

兵庫県
ヒ ョ ウ ゴ ケ ン

赤穂郡
ア コ ウ グ ン

上郡町
カ ミ ゴ オ リ チ ョ ウ

大枝
オ オ エ ダ

新
シ ン

～佐用郡
サ ヨ ウ グ ン

佐用町
サ ヨ ウ チ ョ ウ

久
ク

崎
ザ キ

平成２１年８月の台風９号により、千種川とその支川佐用川等で
甚大な浸水被害を受けた。被害の大きい上流佐用川等は、災害
復旧事業で改良復旧するため、これにより下流の千種川への流
量増加に対応する必要がある。上下流均衡がとれた改修を行い、
浸水被害の軽減を図るため、推進費を活用して河川災害復旧等
関連緊急事業を立ち上げ、掘削工及び護岸工を行う。

平面図（Ｓ＝１：200,000)

被災状況(上郡町河野原）

(二)千種川 災害復旧助成事業

千種川工区 L=10,970m

佐用川工区 L=17,910m

庵川工区 L= 7,000m

大日山川工区 L= 2,760m

計 L=38,640m

(二)千種川 災害復旧等関連緊急

L=10,000m

庵川工区

佐用川工

千種川工区

千
種
川

至赤穂市

大日山川工区

推進費 L=1000m

【標準断面】

護岸工 3,000
掘削工 18,000ｍ3



事　 業　 名

事 業 主 体

施　行　地

事　業　費 ４００,０００（千円） 国　費 ２００,０００（千円）

内　　　 容

【９】　災害対策等緊急事業推進費（災害対策の部）

地域
チ イ キ

連携
レ ン ケ イ

推進
ス イ シ ン

事業
ジ ギ ョ ウ

（一般
イ ッ パ ン

国道
コ ク ド ウ

１４０号
ゴ ウ

山梨市
ヤ マ ナ シ シ

三富
ミ ト ミ

川浦
カ ワ ウ ラ

白沢
シ ラ サ ワ

地
チ

内
ナ イ

道路
ド ウ ロ

災害
サ イ ガ イ

防除
ボ ウ ジ ョ

）

山梨
ヤ マ ナ シ

県
ケ ン

山梨
ヤ マ ナ シ

市
シ

三富
ミ ト ミ

川浦
カ ワ ウ ラ

白沢
シ ラ サ ワ

地
チ

内
ナ イ

平成２１年８月８日の大雨により国道１４０号の路肩法面
が崩壊した。土嚢を積んで応急的な防護対策を行ったが、
今後、再度災害の危険があるため、推進費を活用して地
域連携推進事業（道路災害防除）を立ち上げ、アンカー付
き法枠工及び補強盛土により再度災害を防止する。

山梨
ヤ マ ナ シ

県
ケ ン

位置図
拡大位置図

至 埼玉

申請箇所

申請箇所

対策工断面図

アンカー付き法枠工

補強盛土工

一般国道140号

埼玉県方面

甲府方面

H21.8.8崩落箇所

補強盛土工

法面ひび割れ発生箇所

アンカー付き法枠工

土留めクラック発生箇所

一般国道140

一般国道140号

平面図
至 甲府

H21.8.8崩落状況



事　 業　 名

事 業 主 体

施　行　地

事　業　費 ８３０,０００（千円） 国　費 ４１５,０００（千円）

内　　　 容

【１０】　災害対策等緊急事業推進費（災害対策の部）

地域
チ イ キ

連携
レ ン ケ イ

推進
ス イ シ ン

事業
ジ ギ ョ ウ

（主要
シ ュ ヨ ウ

地方
チ ホ ウ

道
ド ウ

笛吹
フ エ フ キ

市川
イ チ カ ワ

三郷
ミ サ ト

線
セ ン

市川
イ チ カ ワ

三郷
ミ サ ト

町
チョウ

高萩
タ カ ハ ギ

地区
チ ク

道路
ド ウ ロ

災害
サ イ ガ イ

防除
ボ ウ ジ ョ

）

山梨
ヤ マ ナ シ

県
ケ ン

西
ニ シ

八代郡
ヤ ツ シ ロ グ ン

市川
イ チ カ ワ

三郷町
ミ サ ト チ ョ ウ

高萩
タ カ ハ ギ

地
チ

内
ナ イ

平成２１年８月２４日に大雨が降り、県道上方の岩盤が崩落して、下
方に転がり、既設の防護柵を破損して道路に落石した。現在、仮設
防護柵を設置しているものの、今後更なる崩落の危険があるため、
推進費を活用して地域連携推進事業（道路災害防除）を立ち上げ、
洞門工及び補強土擁壁工により再度災害を防止する。

山梨
ヤ マ ナ シ

県
ケ ン

至
市
川
三
郷 至

笛
吹

位置図
平面図

8.5m

5.
0m

洞門工

発砲ｽﾁﾛｰﾙ緩衝材

ｻﾝﾄﾞｸｯｼｮﾝ材

（落石防護柵破損状況）

【要求箇所】

洞門工 L=１２０ｍ

補強土擁壁工 L=５０ｍ

舗装工 L=１２０ｍ

補強土擁壁工

洞門工 L=１２０ｍ補強土擁壁工

Ｌ＝５０ｍ

5.
0m

断面図

仮設防護柵設置

断面図

通行止め状況図

被災状況（落石）

岩盤

崩落

崩落箇所

集落



事　 業 　名

事  業 主 体

施　 行　 地

事　 業　 費 ３９,０００（千円） 国　費 １９,５００（千円）

内　　　　容

【１１】　災害対策等緊急事業推進費（災害対策の部）

地域
チ イ キ

連携
レ ン ケ イ

推進
ス イ シ ン

事業
ジ ギ ョ ウ

（村道
ソ ン ド ウ

我
ガ

喜
キ

屋
ヤ

ダム線
セ ン

島尻
シ マ ジ リ

地区
チ ク

道路
ド ウ ロ

災害
サ イ ガ イ

防除
ボ ウ ジ ョ

）

沖縄
オ キ ナ ワ

県
ケ ン

島尻郡
シ マ ジ リ グ ン

伊平屋村
イ ヘ ヤ ソ ン

字
ア ザ

島尻
シ マ ジ リ

地
チ

内
ナ イ

平成２１年６月、２４時間最大１０４mmの集中豪雨があり、道路擁壁
下部の盛土法面が崩壊した。現在、土嚢にて土砂流出防止措置を
講じているが、土砂流出は下部の民家まで押し寄せていることと、
道路崩壊の危険があるため、推進費を活用して地域連携推進事業
（道路災害防除）を立ち上げ、吹付枠工及び排水路工により、再度
災害を防止する。

沖縄
オ キ ナ ワ

県
ケ ン

伊平屋村
イ ヘ ヤ ソ ン

②①

事業計画区間

グラウンドアンカー付き吹付枠工

吹付枠工500×500 中

F=100UA相当 @3.0m N=26本

養生シート工（斜面部)A=440m2

U型排水路工 L=130m

排水路工 L=43m

種子吹付工(用地内平坦部)A=680m2



事　 業 　名

事 業 主 体 京都府
キ ョ ウ ト フ

施　 行 　地

事 　業 　費 ４６,０００（千円） 国　費 １８,４００（千円）

内　　　　　 容

【１２】　災害対策等緊急事業推進費（災害対策の部）

堰堤
エ ン テ イ

改良
カ イ リ ョ ウ

事業
ジ ギ ョ ウ

（由良
ユ ラ

川
ガ ワ

水系
ス イ ケ イ

由良
ユ ラ

川
ガ ワ

大野
オ オ ノ

ダム）

京都府
キ ョ ウ ト フ

南
ナ ン

丹
タ ン

市
シ

美山町
ミ ヤ マ チ ョ ウ

樫原
カ シ ハ ラ

地内
チ ナ イ

平成２０年８月１１日の落雷により、ダムの管理システムが破壊され
た。破壊されたシステムの復旧は災害復旧事業で対応するものの、
ダム管理所と山頂中継所を結ぶ通信用ケーブルはメタルケーブル
のままであり、再度の落雷により被災する危険性が高いため、推進
費を活用して堰堤改良事業を立ち上げ、平成２１年度内に光通信用
ケーブルへと改良するとともに、避雷針の増設等を行う。

山 頂 無 線 中 継 所

標高

光通信ケーブル

Ｌ＝250ｍ

大野ダム

避雷突針

増設

N

大野ダム落雷災害・状況図・全体（平成２０年８月１１日発生）

３００ｍ範囲内

山頂中継所

大野ダム管理事務所

ビジターセンター

放流管ゲート

南南東へ1.3km地点 １５：５７頃の最大 ＋１３KA

管理施設通信線

管理施設

管理施設以外の施設

落雷ヶ所

レストラン「虹」

南南東へ2.5ｋｍ地点 １５：５８頃の最大＋１７ＫＡ

3

39

40

42

43

44

45

17

34

38

54

大野ダム周辺平面図

ダム管理事務所

標高

標高

181.6m

標
高

差
1
8
1
.4

m

光成

端箱

S P D

S P D
S P D

S P D

ダム諸量処理装置

放流警報監視・制御装置

テレメータ監視・制御装置

の原形復旧

災害復旧で対応する機材等

建 物 へ の 直 雷 ・ 誘 導 雷

☆平成２０年８月１１日の被災状況

①山頂の空中線とメタル同軸ケーブルで繋がって

いた中継所の無線設備が損傷した。

②山頂中継所とメタル通信ケーブルで繋がってい

たダム管理事務所の制御機器が損傷した。

③ダム管理事務所と光ケーブルで接続されたゲー

ト設備及び発電所施設は損傷を受けなかった。

位置図




